
金沢大学附属病院化学療法レジメン

　

レジメン番号： 15- 001 / 骨・軟部1

適 応 疾 患 ： 悪性骨・軟部腫瘍

レ ジ メ ン 名 ： ドキソルビシン
　 　

　 化学療法内容 （1コース 3 週間）
　 　 投与スケジュール(日)

　 Rp 薬剤名 標準量 1 8 15 21

　 1 デキサート(6.6mg/2mL) 1.5 V ↑ × ×

　 アロカリス(235mg/10mL) 1 V

　 パロノセトロンバッグ(0.75mg/50mL) 1 B

　 点滴静注 30 分

　 2 ドキソルビシン 60～75 mg/㎡ ↑ × ×

　 生食(100) 1 B

　 点滴静注 60 分

　 3 生食(50) 1 B ↑ × ×

　 点滴静注 全開でフラッシュ

　 デカドロン錠(0.5) 16 T day2～4

　 経口 1日2回朝・昼食後に分けて内服
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金沢大学附属病院化学療法レジメン

　

レ ジ メ ン 番 号 ： 15- 002 / 骨・軟部2

適 応 疾 患 ： 血管内腫

レ ジ メ ン 名 ： Weekly パクリタキセル(3投1休)
　 　

　 化学療法内容 （1コース 4 週間）
　 　 投与スケジュール(日)

　 Rp 薬剤名 標準量 1 8 15 22 28

　 レスタミンコーワ錠(10) 5 T ↑ ↑ ↑ ×

　 経口 パクリタキセル開始30分前に内服

　 1 デキサート(6.6mg/2mL) 1 V ↑ ↑ ↑ ×

　 ガスター(20mg/2mL) 1 A

　 生食(50) 1 B

　 点滴静注 15 分

　 2 生食(100) 1 B ↑ ↑ ↑ ×

　 点滴静注 30 分

　 3 パクリタキセル ※1 60～100 mg/㎡ ↑ ↑ ↑ ×

　 ソルデム1(200) 1 B

　 点滴静注 60 分

　 4 生食(50) 1 B ↑ ↑ ↑ ×

　 点滴静注 全開でフラッシュ

　 ※1 投与時はインラインフィルターを用いる。アルコール過敏症の患者に投与不可。

　 アレルギー反応予防のため、前投薬として必ずH1拮抗薬とH2拮抗薬、ステロイド剤を用いる。
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金沢大学附属病院化学療法レジメン

　

レジメン番号： 15- 008 / 骨・軟部8

適 応 疾 患 ： 悪性軟部腫瘍

レ ジ メ ン 名 ： ハラヴェン
　 　

　 化学療法内容 （1コース 3 週間）
　 　 投与スケジュール(日)

　 Rp 薬剤名 標準量 1 8 15 21

　 1 デキサート(6.6mg/2mL) 1 V ↑ ↑ ×

　 生食(50) 1 B

　 点滴静注 15 分

　 2 ハラヴェン 1.4 mg/㎡ ↑ ↑ ×

　 生食(50) 1 B

　 点滴静注 全開(ポンプ使用しない)

　 3 生食(50) 1 B ↑ ↑ ×

　 点滴静注 全開でフラッシュ
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金沢大学附属病院化学療法レジメン

　

レジメン番号： 15- 027 / 骨・軟部27

適 応 疾 患 ： 再発又は難治性のユーイング肉腫

レ ジ メ ン 名 ： テモゾロミド＋トポテシン
　 　

　 化学療法内容 （1コース 3 週間）
　 　 投与スケジュール(日)

　 Rp 薬剤名 標準量 1 2 3 4 5 ・ 8 9 10 11 12 ・ 21

　 アプレピタントカプセル(125) 1 C ↑ × × × × × × × × ×

　 経口 テモゾロミド内服60分前に内服

　 アプレピタントカプセル(80) 1 C × ↑ ↑ × × × × × × ×

　 経口 1日1回朝食後に内服

　 テモゾロミド 100 mg/㎡/日 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ × × × × ×

　 経口 トポテシン開始60分前に内服(空腹時)

　 1 グラニセトロンバッグ(3mg/50mL) 1 B ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

　 点滴静注 15 分

　 2 トポテシン 20 mg/㎡ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

　 ソルデム1(200) 1 B

　 点滴静注 60 分

　 3 生食(50) 1 B ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

　 点滴静注 全開でフラッシュ
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